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1. はじめに 

 近年，中国では水質などの水環境保全が重要視さ

れている．本研究では浙江省にある吴江区流域を対

象に水環境改善に向けた検討を行う．対象領域の水

質問題は TNが高いことである．表 1に中国の水質基

準（TN）を，図 1 に対象領域の水質 TN の様子を示

す．本図から，対象領域の多くの場所の TNは III類

以下（すなわち，III～V）に属し，その比例は 80％

以上である．したがって，水環境が悪い状況にある． 

対象領域には，外河と内河がある．それらは，通

常は，水門によって仕切られている．内河では，豪

雨時に設定された水位以上になれば，ポンプを稼働

させることで水位を下げ，浸水被害を防ぐ．また，

夏季において長期間に水が停滞した場合，水質改善

のために水を入れ替えるためにポンプ排水が行わ

れる．その影響を受けて，外河の水質が悪化するこ

とが考えられる．改善策として，平常時のゲート操

作による流れの発生とそれに伴う河川水質の改善

である．そこで，数値解析を用いて，流れおよび水

質変化を考察し，どのようなポンプなどの操作が望

まれるかを明らかとする．ここでは，その第一段階

として，対象領域の水理モデルを構築する． 

2. 数値解析モデルの構築 

 研究領域には，図 2のように，多数の河川（水

路）があり，多数の湖や池がある．これらの水理・

水質変化を表現するためには，混在する１次元（河

川，運河），２次元（湖，池）の流れを解く必要があ

る．また，十分な精度を持って１次元の河川流解析

を実施するためには，川幅，川底などの断面形状デ

ータを得る必要があるが，本研究の場合，十分な河

川断面形状データが整っておらず，活用できる河川

情報は，平面の水域を示す情報のみである． 

 そこで，本研究では，直交座標系の平面２次元不

定流を適用し，河川も直交格子（20m格子）で表現

することで，湖や池の水理解析と同様に解析した． 

地盤高は 4mとし，河川，湖などの水域の水底面は地盤高から－5mと仮定した． 

図 1 対象領域の TN分布 

 
III類水以下の比例 

吴江区 TN分布 

（III類以下） 

項目 I II III IV V

TN(mg/l ) 0.2 0.5 1.0 1.5 2.0

表 1 中国の水質基準(TN) 
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3. 計算条件 

本研究では，図 2の位置で表 2に示す流量および水位の観測値を境界条件として用い，24時間までの計

算を行い，定常状態の水理量を求めた．ただし，1と 2の水理量は観測情報が入手できていないため，近く

の観測情報を参考に適当と思われる値を設定した．境界条件の数値を表 1に示し，対応する場所を図 2に示

す．また，計算領域の内河から外河への排水のためにポンプが設置されている．ここでポンプの影響を確認

するために，すべてのポンプが稼働した状況を検討した． 

4. 計算結果および考察 

計算結果として，ポンプの有無による水深と流速の分布を図 3～図 6 に示す．ポンプの影響を受けると，

水深が大きく変化したが，流速はあまり変化していなかった．また，対象領域では，東部，北部，南部から

流入した水が西部へ流出している様子が示された．観測値との比較など，これらの値の妥当性評価が今後の

課題であり，さらに，今後は，水質モデルを用いた解析への展開を想定している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

 本研究では，呉江区流域の流れの解析を実施した．モデルおよび計算領域の構築を進め，対象領域の流れ

を解くことができた．今後，水質モデルを構築し，負荷量を与えた計算を実施し，水質の様子を再現すると

ともに，ポンプ排水量の増加やタイミングに伴う水質変化を考察していきたい． 

境界条件の場所 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

流量/水位 100m3/s 50m3/s 3.09 2.92 3.10 2.80 3.05 3.36 3.26 3.30

表 2 計算条件 

図 3 ポンプが有る場合の水深の分布 図 4 ポンプが無い場合の水深の分布 

図 5 ポンプが有る場合の流速の分布 図 6 ポンプが無い場合の流速の分布 
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